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町 長 の 行 動

表紙の写真コメント
一本松夏まつりでは、出雲

大社一本松教会の「輪抜け」に多

くの参詣者が訪れました。「輪抜

け」とは、茅
ちがや

の輪を腰につけて災

厄を逃れた「蘇民将来」の説話が

起源の風習で、「夏
な ご し

越の祓
ばら

い」と

も呼ばれ、緑の茅の輪を抜けるこ

とでけがれを祓い、緑の生気を得

て暑い夏を健やかに過ごせるよう

祈ります。

7/17

夏休みを前に赤水小学
校で、御荘B&G海洋セ
ンターの職員を講師に
「水の安全教室」が
行われました。この
ほか、久良・菊川・僧
都・家串・緑の各小学
校でも行われました。
(7/5)

役場見学に来ていた城
辺小学校2年生9名が、
南海放送もぎたてテレ
ビの取材を受けまし
た。アナウンサーのお
ねえさんに、愛南ぎょ
レンジャーについて教
えてあげました。(6/16)

柏地区の金峯神社夏祭
りでは、地元の女子
中学生による「浦安の
舞」が厳かに奉納され
ます。(7/13)

深泥集会所で落成祝賀
式が執り行われ、地元
の方々約40名が集会所
の落成を祝いました。
(7/10)

愛南グリーン・ツーリ
ズム推進協議会の皆さ
んが、石窯づくり研修
でピザ焼き用の石窯を
完成させました。
 (7/5)

6月　社会を明るくする運動推

進会議・一本松ふるさと振興株

式会社役員会 (16 日 )、スペイ

ン モリナセカ町ほか視察 (19日

～ 30日 スペイン )など。

7月　社会を明るくする運動広

報パレード出発式 (1日 )、南予

ブロック民主党個別要望 (2 日 

西予市 )、愛媛県市町道整備促

進期成同盟会総会ほか (4日 松

山市 )、津波シュミレーション

成果発表 (5日 )、篠山観光開発

協議会総会 (6日 )、北方領土返

還要求愛媛県民会議定期総会 (8

日 松山市 )、障害者の社会参加

を進める会総会 (9日 )、深泥集

会所落成式・防災教育連携協議

会 防災教育推進懇談会合同会議

(10日 )、パルティフジ南宇和竣

工祭 (14 日 )、正木保育所統廃

合地元説明会 (15日 )など。

昨年11月に愛南町を訪
れたスペイン・モリナ
セカ町のバルボア町長
への答礼として、清水
町長がモリナセカ町を
視察しました。(6/22)

愛南トピックス
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愛は南から

愛南トピックス

目次＆注目記事

笑顔いっぱい！
愛なんっこ

愛南
こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

町政フラッシュ

p22

御荘湾で、宇和島海上保安部巡視船「たかつき」が、海上
から漁船やプレジャーボート等の放置防止を呼びかけなが
ら沿岸パトロールを行いました。(6/21)【P10参照】

「あいなん学生音楽
祭2011」で、アルミ
合金で作られたハン
ドベルの一種「トー
ンチャイム」が紹介
されました。(6/19)
【P19参照】

城辺球場で行われた
「第2 6回愛媛県中
学軟式野球選手権南
宇和大会」では、町
内の中学校野球部が
県大会出場をかけて
熱戦を繰り広げまし
た。(7/15～16)【P20
参照】

「DE・あ・い・七夕まつり」恒例のアマチュアバ
ンドライブです。会場は大いに盛り上がりました。
(7/2)【P19参照】



p4

平
成
23
年  

第
２
回
町
議
会
定
例
会

◆
議
会
事
務
局
か
ら

「
平
成
23
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験
」

と「
準
備
講
習
会
」開
催
！

◆
消
防
本
部
か
ら

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
23
年
第
２
回

町
議
会
定
例
会
を
開
催
し
、
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
な
ど
の
繰
越
計
算
書

等
２
件
の
報
告
の
後
、
愛
南
町
税
条

例
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分
の
承

認
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
、
特
別

会
計
（
介
護
保
険
・
簡
易
水
道
・
浄

化
槽
整
備
事
業
）
及
び
事
業
会
計

（
上
水
道
・
病
院
）
の
補
正
予
算
、

町
道
樽
見
線
道
路
改
良
工
事
請
負
契

約
、
愛
南
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
制

定
、
愛
南
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
定
数
20
名⇒

16
名
）
の
計
10
議

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
小
島
正ま

さ

俊と
し

氏（
柏
）、
德
岡 

朗
あ
き
ら

氏

（
上
大
道
）の
推
薦
を
適
任
と
し
、
農

業
委
員
会
委
員
候
補
者
の
大
黒
富ふ

与き
よ

氏
（
御
荘
菊
川
）
、
岡
添
蔦つ

た

代よ

氏
（
城

辺
乙
）
、
樫
元
久ひ

さ

江え

氏
（
広
見
）
、
谷

口
八や

千ち

代よ

氏（
福
浦
）を
議
会
推
薦
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

２
０
１
１

年
度
年
金

引
き
下
げ

方
針
の
撤

回
と
無
年

金
・
低
年

金
者
へ
の

緊
急
措
置
、
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一
般
質
問

質
問
者

質　

 

問　

 

事　

項

飯
田　

利
久

①
災
害
時
の
危
機
管
理
に
つ
い
て

草
木
原　

由
幸

①
愛
南
町
防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

西
口　
　

孝

①
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
・
原
発
事
故
に
対
す
る

緊
急
支
援
等
に
つ
い
て

②
愛
南
町
防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

③
伊
方
原
発
に
つ
い
て

④
介
護
保
険
法
改
訂
に
つ
い
て

宮
下　

一
郎

①
新
庁
舎
建
設
の
方
針
転
換
に
つ
い
て

②
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
係
る
補
助
金
に
つ
い
て

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
開
に
は
２
か
月

程
度
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 年

金
受
給
資
格
期
間
短
縮
を
求
め
る

請
願
書
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
議
会
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
よ
る
中
継
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
後
、
た
う
ん
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
定

例
会
の
み
議
会
中
継
を
実
施
し
ま
す
。
平
成
23
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験（
第
２
回
）

【
試
験
日
】　

10
月
30
日（
日
）10
時
〜

【
会
場
】　

県
立
吉
田
高
等
学
校
・
県

立
八
幡
浜
工
業
高
等
学
校
ほ
か

【
願
書
受
付
】　

９
月
２
日（
金
）

〜
９
月
12
日（
月
）必
着

【
試
験
種
類
】　

甲
・
乙
・
丙
種
の
全

種
類（
吉
田
会
場
は
乙
種
第
４
類
と

丙
種
の
２
種
類
）

【
受
験
料
】　

甲
種  

５
，０
０
０
円

　
　
　
　
　

乙
種  

３
，４
０
０
円

　
　
　
　
　

丙
種  

２
，７
０
０
円

【
受
験
願
書
】　

愛
南
町
消
防
本
部
に

あ
り
ま
す
。

準
備
講
習
会（
後
期
）

【
日
時
】　

９
月
９
日（
金
）

〜
９
月
10
日（
土
）の
２
日
間

【
会
場
】　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組

合
消
防
本
部　

４
階
大
会
議
室

【
受
講
料
】　

会　

員  

６
，３
０
０
円

　
　
　
　
　

非
会
員  

８
，８
０
０
円

【
テ
キ
ス
ト
代
】　

別
途
必
要
で
す
。

問
合
せ  

愛
南
町
消
防
本
部

（
℡
７
２
―

０
１
１
９
）
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暴
力
追
放

Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
大
会
！

◆
総
務
課
か
ら

愛
南
町
暴
力
団
排
除
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
！

◆
総
務
課
か
ら

愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

カ
ラ
ー
バ
ー
ジ
ョ
ン
！

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
平
和
で

明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
「
暴
力
追
放
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
大

会
」
を
開
催
し
、
約
３
０
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
愛
媛
弁
護
士
会
民
事
介

入
暴
力
対
策
委
員
会
の
本
多
克か

つ

字じ

弁

護
士
に
よ
る
「
暴
力
団
排
除
条
例
に

つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い
、

最
近
の
暴
力
団
情
勢
や
暴
力
団
排

除
条
例
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
詳
し

く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
愛
媛
県

警
察
音
楽
隊
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
ス

テ
ー
ジ
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
被
害
届
け
を
す
ぐ
に
出

す
勇
気
」
「
要
求
を
き
っ
ぱ
り
断
る

勇
気
」
「
嫌
が
ら
せ
に
絶
対
に
負
け

な
い
勇
気
」
を
宣
言
し
、
暴
力
団
な

ど
の
反
社
会
勢
力
に
対
し
勇
気
と
誇

り
を
持
ち
、
町
と
住
民
が
一
丸
と

な
っ
て
排
除
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い

ま
し
た
。

 7/
   16

講師の本多弁護士
愛媛県警察音楽隊

平
成
23
年
７
月
１
日
施
行

暴
力
団
追
放
!!
基
本
理
念

　

暴
力
団
を
恐
れ
な
い
！

　

暴
力
団
に
資
金
を
提
供
し
な
い
！

　

暴
力
団
を
利
用
し
な
い
！

条
例
の
主
な
内
容

　

愛
南
町
と
町
民
及
び
事
業
者
が
相

互
に
連
携
し
て
、
暴
力
団
排
除
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

◆
町
は
、
契
約
等
の
相
手
方
と
な
っ

た
者
が
暴
力
団
員

等
に
該
当
す
る
と

判
明
し
た
場
合

は
、
当
該
契
約
等

を
解
除
し
、
又
は

取
り
消
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
町
は
、
お
祭

り
、
花
火
大
会
及
び
各
種
イ
ベ
ン
ト

か
ら
暴
力
団
を
排
除
す
る
た
め
に
、

主
催
者
に
対
し
情
報
提
供
な
ど
必
要

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ

　

総
務
課（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

　

愛
南
警
察
署（
℡
７
２
―

０
１
１
０
）

　

愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
に
カ
ラ
ー
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
新
登

場
し
ま
し
た
。
左
胸
の
ラ
バ
ー
プ
リ

ン
ト
を
１
か
所
つ
け
て
１
着
２
千
円

（
税
込
）で
受
注
生
産
し
ま
す
。

　

注
文
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
水
産

課
水
産
振
興
室（
℡
７
２
―

７
３
０
５
）

ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

6人バージョンで
新登場！
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「
春
の
叙
勲
」受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

◆
総
務
課
か
ら

町
政
Ｑ
＆
Ａ
！

防
災
教
育
の
さ
ら
な
る

充
実
に
向
け
て
！

◆
防
災
対
策
課
か
ら

　

平
成
23

年
春
の
叙

勲
受
章
者

が
発
表
さ

れ
、
本
町

か
ら
元
宇

和
島
地
方
農
業
共
済
組
合
長
の
藤
井

嘉よ
し

光み
つ

さ
ん（
御
荘
平
城
）が
農
業
振
興

功
労
に
よ
り
「
旭
日
単
光
章
」
を
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
自
在
園
副
施

設
長
の
浜 

香か

代よ

美み

さ
ん
（
垣
内
）
が

社
会
福
祉
功
労
に
よ
り
「
瑞
宝
双
光

章
」
を
、

そ
れ
ぞ
れ

授
章
さ
れ

ま
し
た
。

心
よ
り
敬

意
を
表
し

ま
す
と
と

も
に
、
晴

れ
の
授
章

を
お
喜
び

申
し
上
げ

ま
す
。
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町
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
を
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど

に
出
場
す
る
と
き
に
貸
し
て
も
ら

え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

 

町
所
有
ス
ク
ー
ル
バ
ス

　

町
所
有
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ

い
て
は
、
遠
距
離
通
学
児
童
・
生

徒
の
通
学
条
件
の
緩
和
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し

て
、
学
校
統
廃
合

を
条
件
に
国
庫
補

助
金
を
受
け
て
通

学
用
と
し
て
購
入

し
た
も
の
で
す
。

通
学
以
外
の
使
用

は
学
校
行
事
と
し

て
の
使
用
（
対
外
試
合
・
練
習
等

は
対
象
外
）
に
限
定
さ
れ
て
お

り
、
ほ
か
の
目
的
で
の
使
用
に
貸

出
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
℡
７
２
―

１
１
１
３
）

 

町
所
有
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

　

現
在
、
愛
南
町
で
は
道
路
運
送

法
、
愛
南
町
有
自
動
車
等
維
持
管

理
及
び
使
用
規
則
に
基
づ
き
、
町

事
業
（
公
務
）
以
外
の
町
所
有
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
の
使
用
を
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

問
合
せ　

財
産
管
理
課

（
℡
７
２
―

７
３
１
０
）

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
「
平
成

23
年
度
第
１
回 

防
災
教
育
連
携
協

力
協
議
会
・
防
災
教
育
推
進
懇
談
会

合
同
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
防
災
教

育
関
係
者
約
30
名
が
出
席
し
て
平
成

23
年
度
の
愛
南
防
災
教
育
の
推
進
体

制
案
、
平
成
22
年
度
事
業
報
告
、
平

成
23
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
討

議
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
事
業
と
し
て
、
愛
南
町

で
は
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催(

８

／
28)

の
ほ
か
、
昨
年
度
開
発
し
た

「
義
務
教
育
課
程
に
お
け
る
防
災
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
関
連
教
材
と
し

て
災
害
体
験
談
集
及
び
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
・
災
害
危
険
箇
所
総
括
マ
ッ

プ
の
開
発
、
社
会
教
育
に
お
け
る
防

災
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究
・
開
発
事
業
な

ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
愛
大
防
災

情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
四
国
防

災
八
十
八
話
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の

ほ
か
、
昨
年
の
チ
リ
地
震
津
波
と
今

年
の
東
日
本
大
震
災
津
波
に
お
け
る

町
内
の
防
災
活
動
の
検
証
を
、
ま
た

国
交
省
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
で
は

工
事
現
場
見

学
及
び
出
前

講
座
を
計
画

し

て

い

ま

す
。

　

最
後
に
、

特
別
講
演
と

し
て
愛
大
防

災
情
報
研
究

セ
ン
タ
ー
の

矢
田
部
龍り
ゅ
う
い
ち

一
セ
ン
タ
ー
長
と
四
国
地

方
整
備
局
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
の

木
村
正ま

さ

己み

所
長
に
よ
る
東
日
本
大
震

災
調
査
報
告
と
支
援
活
動
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

藤井嘉
よしみつ

光さん浜 香
か よ み

代美さん（前列右から2人目）と自在園入所者の皆さん
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愛
南
町
次
世
代
型
水
産
業

振
興
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
！

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

食
中
毒
に
ご
注
意
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

愛南町次世代型水産業振興ネットワークシステム・イメージ詳細図

　

総
務
省
の
「
情
報
通
信
技
術
人
材

育
成
・
活
用
事
業
交
付
金
」
を
受

け
、
「
愛
南
町
次
世
代
型
水
産
業
振

興
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
を
構

築
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、
漁
業
者
の

方
な
ど
が
水
温
情
報
や
赤
潮
情
報
、

魚
の
健
康
診
断
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
を
使
っ
て
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
水

域
情
報
可
視
化
シ
ス
テ
ム
」
と
「
魚

健
康
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
」
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
情
報
を
整
理
活
用
し
て
効

率
的
で
環
境
に
優
し
い
水
産
業
の
展

開
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

後
継
者
育
成
や
愛
媛
大
学
南
予
水
産

研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
情
報
、
町
が

独
自
に
全
国
に
先
駆
け
て
推
進
し
て

い
る
「
ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
」
を
広
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
「
水
産
業
普

及
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム 

ピ
ア

ザ
愛
南
ぎ
ょ
し
ょ
く
」
の
３
つ
の
シ

ス
テ
ム
か
ら
成
り
ま
す
。

　

ピ
ア
ザ
愛
南
ぎ
ょ
し
ょ
く
内
に

は
、
小
学
生
向
け
に
「
ぎ
ょ
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
や
地
域
の
水
産
関
係
者
と

一
緒
に
学
べ
る
「
ぎ
ょ
し
ょ
く
学

校
」
を
開
校
し
て
い
ま
す
。
卒
業
す

る
と
ゆ
ら
り
内
海
や
南
レ
ク
プ
ー
ル

な
ど
の
ク
ー
ポ
ン
券
付
き
の
「
認
定

証
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

水
産
課
水
産
振
興
室
（
℡

８
２
―

１
３
７
６
）
ピ
ア
ザ
愛
南

ぎ
ょ
し
ょ
く
（http

://w
w
w
.ainan-

gyoshoku.jp/

）

　

最
高
気
温
が
30
℃
、
平
均
湿
度
が

75
％
を
超
え
る
日
が
多
く
な
り
、
食

中
毒
の
発
生
し
や
す
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
食
中
毒
の
発
生
が
夏
場
に

多
い
の
は
、
食
品
が
腐
り
や
す
い
か

ら
で
は
な
く
、
細
菌
が
増
殖
し
や
す

い
時
期
だ
か
ら
で
す
。
細
菌
の
嫌
う

「
温
度
」
を
保
ち
、
増
殖
す
る
「
時

間
」
を
与
え
な
い
の
が
食
中
毒
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

食
中
毒
予
防
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１
食
品
の
購
入 

鮮
度
の
良
い
も
の
を

管
理
の
良
い
店
で
購
入
、期
限
表
示
や

保
存
方
法
な
ど
を
よ
く
確
認
し
、
す

ぐ
に
冷
蔵(

冷
凍)

保
管
し
ま
し
ょ
う
。

２
家
庭
で
の
保
存 

冷
蔵
（
冷
凍
）
庫

を
過
信
せ
ず
、
正
し
く
使
い
ま
し
ょ

う（
冷
蔵
10
℃
以
下
、
冷
凍
-15
℃
以

下
）。
食
品
は
蓋
付
容
器
や
ラ
ッ
プ

包
装
で
保
管
し
、
庫
内
で
の
相
互
汚

染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
肉
・
魚
・
卵

な
ど
の
食
材
の
取
扱
い
前
後
は
、
よ

く
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

３
下
準
備　

タ
オ
ル
や
ふ
き
ん
は
清

潔
な
も
の
に
こ
ま
め
に
交
換
し
ま

し
ょ
う
。
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
正

し
く
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
包
丁

や
ま
な
板
は
、
食
材
ご
と
に
区
分
す

る
の
が
最
良
で
す
。
共
用
す
る
場
合

は
別
の
食
材
に
使
用
す
る
前
に
よ
く

洗
浄
し
、
熱
湯
な
ど
で
消
毒
し
ま

し
ょ
う
。
野
菜
や
魚
な
ど
は
流
水
で

よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

４
調
理　

加
熱
調
理
は
中
心
部
ま

で
十
分
に
行
い
ま
し
ょ
う（
75
℃
１

分
以
上
）。
調
理
を
中
断
す
る
と
き

は
、
食
品
を
室
温
放
置
せ
ず
、
冷
蔵

（
冷
凍
）保
存
し
、
レ
ン
ジ
で
再
加
熱

す
る
と
き
も
か
き
混
ぜ
る
な
ど
し
て

十
分
加
熱
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

５
食
事　

食
卓
に
つ
く
前
に
よ
く
手

洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
温
か
い
料
理

は
温
か
い
う
ち
に（
65
℃
以
上
）、
冷

た
い
料
理
は
冷
や
し
て（
10
℃
以
下
）

食
べ
ま
し
ょ
う
。

６
残
っ
た
食
品　

清
潔
な
食
器
に
小

分
け
し
て
冷
蔵（
冷
凍
）保
管
し
、
再

加
熱
す
る
も
の
は
十
分
に
加
熱
し
ま

し
ょ
う
。
時
間
が
経
過
し
す
ぎ
た

ら
、
思
い
切
っ
て
廃
棄
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

保
健
福
祉
課

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
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夏
ま
つ
り
開
催
の

お
知
ら
せ
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

え
ひ
め
材
の
家
づ
く
り

促
進
支
援
事
業

「
柱
材
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
」

◆
農
林
課
か
ら

地
域
材
利
用
木
造
住
宅

建
築
促
進
助
成
事
業
！

◆
農
林
課
か
ら

愛
南
町
城
辺
夏
ま
つ
り

　

８
月
20
日（
土
）18
時
〜
22
時

【
城
辺
商
店
街
】

　

歩
行
者
天
国
、
踊
り
パ
レ
ー
ド

（
愛
南
音
頭
）

【
商
工
会
城
辺
支
所
前
ス
テ
ー
ジ
】

　

愛
南
ゴ
ー
ル
ド
早
し
ぼ
り
早
飲
み

大
会
、
俳
句
あ
ん
ど
ん
通
り
表
彰

式
、
須
賀
連
「
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
お

ど
り
」
、
ま
ね
だ
聖
子
・
民
秋
も
の

ま
ね
シ
ョ
ー

【
浜
口
医
院
横
特
設
ス
テ
ー
ジ
】

　

生
バ
ン
ド
で
昭
和
歌
謡
を
歌
お

う
！
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ（
ダ
ブ
ル
）

が
や
っ
て
く
る
！

 

愛
南
町
御
荘
夏
ま
つ
り

　

８
月
21
日（
日
）18
時
〜
22
時

【
平
城
商
店
街
】

　

歩
行
者
天
国
、
踊
り
パ
レ
ー
ド

（
愛
南
サ
ン
バ
）、樽
み
こ
し
パ
レ
ー
ド

【
河
川
敷
特
設
ス
テ
ー
ジ
】

　

ジ
ャ
ズ
バ
レ
エ
演
技
、
ス
ト
リ
ー

ト
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、
ひ
め
キ
ュ
ン
フ

ル
ー
ツ
缶
シ
ョ
ー
、
し
の
ぶ
ち
ゃ
ん

も
の
真
似
シ
ョ
ー
、
津
島
太
鼓
集
団

「
雅
」
演
奏

【
観
自
在
寺
境
内
】

　

小
学
生
ち
び
っ
こ
の
ど
じ
ま
ん
、

福
浦
小
学
校
「
風
の
子
太
鼓
」
演

奏
、
御
荘
中
学
校
音
楽
部
・
南
宇
和

高
校
吹
奏
楽
部
演
奏（
予
定
）、
民
謡

踊
り

【
花
火
大
会
】
21
時
〜

問
合
せ　

愛
南
町
商
工
会

（
℡
７
３
―

０
７
０
０
）

　

商
工
観
光
課（
℡
７
２
―

７
３
１
５
） 　

愛
媛
県
で
は
、
県
産
材
を
使
用
し

て
木
造
住
宅
等
を
新
築
さ
れ
る
方

に
、
品
質
の
確
か
な
県
産
の
柱
材

を
80
本
無
償
提
供
し
ま
す
（
上
限

18
万
４
千
円
）。

問
合
せ

　

対
象
住
宅
・
申
請
手
続
な
ど
詳

し
く
は
、
愛
媛
県
林
材
業
振
興
会

議
「
木
と
暮
ら
し
の
相
談
窓
口
」（
℡

０
８
９
―

９
４
１
―

０
１
６
５
）
又
は

愛
南
森
林
林
業
振
興
班
（
℡
７
２
―

０
９
３
１
）ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

木
材
の
需
要
拡
大
、
木
造
住
宅
の

建
設
促
進
及
び
定
住
の
促
進
を
図
る

た
め
、
地
域
材
※
を
使
用
し
た
住
宅

を
建
築
又
は
購
入
し
よ
う
と
す
る
方

を
助
成
し
ま
す
。

※
地
域
材
と
は
…
南
予
で
生
産
さ
れ

た
木
材

対
象
住
宅

　

次
の
各
号
す
べ
て
に
該
当
す
る
新

築
の
住
宅

１
地
域
材
を
主
要
部
材
の
体
積
の

60
％
以
上
を
使
用
し
て
建
築
し
、

か
つ
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
66
㎡

以
上
の
住
宅

２
在
来
工
法
（
軸
組
工
法
）
に
よ
り

建
築
す
る
住
宅

３
愛
南
町
内
に
事
務
所
を
有
す
る
工

務
店
等
に
よ
り
建
築
す
る
住
宅

４
建
築
基
準
法
の
基
準
を
充
た
し
て

い
る
木
造
住
宅

５
こ
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

補
助
金
の
額

　

使
用
す
る
地
域
材
の
体
積
１
㎥
当

た
り
２
万
５
千
円
を
乗
じ
て
得
た
額

で
、
50
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

問
合
せ

　

申
請
手
続
な
ど
詳
し
く
は
、
農
林

課
（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）
ま
で
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
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南
水
研
で

新
た
な
ス
タ
ー
ト
！

◆
愛
大
南
水
研
か
ら

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所

得
状
況
届
に
つ
い
て
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
北
里

大
大
学
院
生
の
近
藤
史ふ

み

崇た
か

さ
ん
が
、

６
月
か
ら
南
水
研
で
新
た
な
研
究
活

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
近
藤

さ
ん
が
通
っ
て
い
た
北
里
大
学
三
陸

キ
ャ
ン
パ
ス
（
岩
手
県
大
船
渡
市
）

周
辺
は
、
今
回
の
津
波
で
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
た
め
研
究
再
開
の
メ

ド
が
た
た
ず
、
南
水
研
で
受
入
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
他
の
学
生
同

様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

近
藤　

史
崇

（
こ
ん
ど
う 

ふ
み
た
か
）

北
里
大
学
大
学
院　

水
産
学
研
究

南水研の学生と雑談する近藤さん(左側)

科　

水
産
増
殖
学
専
攻　

修
士
１

年　

神
奈
川
県
出
身

・
南
水
研
の
学
生
に
つ
い
て 

　

研
究
室
の
学
生
は
研
究
に
意
欲
的

で
、
自
分
以
外
の
研
究
も
率
先
し
て

手
助
け
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
先

輩
た
ち
が
実
験
や
勉
強
、
生
活
面
で

も
様
々
な
相
談
に
の
り
、
的
確
な
指

示
を
く
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
研
究

室
は
先
輩
と
後
輩
の
距
離
が
近
い
だ

け
で
な
く
、
緊
張
感
が
あ
り
学
習
意

欲
が
高
ま
り
ま
す
。 

・
愛
南
町
で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て 

　

新
し
い
環
境
で
の
生
活
で
唯
一
、

不
安
だ
っ
た
の
は
地
元
の
人
と
の
交

流
で
し
た
。
し
か
し
、
愛
南
町
は
地

元
の
方
々
が
温
か
く
歩
み
寄
っ
て
く

だ
さ
る
の
で
安
心
し
ま
し
た
。
ま

た
、
帰
り
の
遅
い
私
に
代
わ
り
、
洗

濯
物
の
取
り
込
み
や
夕
食
の
用
意
を

し
て
く
だ
さ
る
の
で
本
当
に
助
か
っ

て
い
ま
す
。
お
陰
様
で
健
康
面
も
万

全
な
状
態
で
毎
日
を
送
れ
て
い
ま

す
。 

・
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て 

　

現
在
、
私
は
ク
ロ
マ
グ
ロ
稚
魚
の

成
長
に
伴
っ
た
消
化
能
力
の
変
化
を

研
究
し
て
い
ま
す
。
ク
ロ
マ
グ
ロ

は
、
完
全
養
殖
が
可
能
に
な
っ
た
最

高
級
の
大
型
魚
で
す
。
し
か
し
、
稚

魚
の
大
部
分
は
越
冬
で
き
ず
に
死
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
原
因
は
、
稚

魚
が
越
冬
に
必
要
な
体
の
大
き
さ
に

到
達
し
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
、
消
化
が
良
く
栄
養
が
豊
富
な

餌
を
与
え
、
冬
前
ま
で
に
効
率
よ
く

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
及
び

特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
の

現
況
届
及
び
所
得
状
況
届
の
受
付
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
ど
の
場
所

で
も
手
続
き
で
き
ま
す
の
で
、
都
合

の
よ
い
場
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
８

月
分
以
降
の
手
当
が
支
給
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
受
給
資
格
者
に
は

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

成
長
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
消

化
の
良
い
餌
の
開
発
に
は
、
ク
ロ
マ

グ
ロ
稚
魚
の
消
化
能
力
を
調
査
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ク
ロ

マ
グ
ロ
稚
魚
の
成
長
に
伴
っ
た
消
化

能
力
の
変
化
を
調
査
し
、
こ
の
問
題

の
解
決
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

受
付
日
程
・
場
所

◆
８
月
８
日（
月
）〜
12
日（
金
）

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
８
月
15
日（
月
）〜
16
日（
火
）

　

９
時
〜
17
時　

御
荘
支
所

◆
８
月
17
日（
水
）

　

９
時
〜
17
時　

一
本
松
支
所

◆
８
月
18
日（
木
）

　

９
時
〜
17
時　

西
海
支
所

◆
８
月
19
日（
金
）

　

９
時
〜
17
時　

内
海
支
所

※
こ
れ
以
外
の
日
時
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
必
ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ　

保
健
福
祉
課

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
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宇
和
海
ク
リ
ー
ン
作
戦
！

放
置
船
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
！

◆
水
産
課
か
ら

愛
南
町
男
女
共
同
参
画
推
進

計
画（
後
期
計
画
）を
策
定
し

ま
し
た
！

◆
企
画
財
政
課
か
ら

京
都
大
学
交
響
楽
団
演
奏
会

２
０
１
１
の
お
知
ら
せ
！

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
愛
媛
県
内

に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

　

現
在
、
本
町
の
沿
岸
や
海

中
な
ど
に
放
置
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
漁
船
や
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
等
が
、
１
０
０
隻
ほ
ど
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
御
荘
漁
港
や
中
浦
漁

港
な
ど
御
荘
湾
で
愛
南
町
や
愛
媛

県
、
宇
和
島
海
上
保
安
部
、
愛
南
漁

協
な
ど
の
関
係
者
約
30
名
が
同
保
安

部
の
巡
視
船
「
た
か
つ
き
」
に
乗
船

し
、
海
上
か
ら
放
置
防
止
の
呼
び
か

け
な
が
ら
沿
岸
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
町
職
員
ら
が
御
荘

湾
内
に
放
置
さ
れ
て
い
る
船
３
隻

に
、
所
有
者
に
撤
去
を
求
め
る
黄
色

の
通
告
書
を
貼
り

付
け
ま
し
た
。

　

適
正
に
処
理
さ

れ
な
い
場
合
は
、

法
的
手
続
き
に
よ

り
処
罰
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

 6/
   21

　

愛
南
町
で

は
、
平
成
18
年

４
月
に
「
愛
南

町
男
女
共
同
参

画
推
進
計
画
―

あ
い
な
ん
パ
ー

ト
ナ
ー
プ
ラ
ン

２
０
１
５
―

」

を
策
定
し
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し

て
積
極
的
な
施
策
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
課
題

は
依
然
と
し
て
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
町
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
取

組
に
対
す
る
評
価
や
反
省
を
ふ
ま

え
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に

向
け
て
、
よ
り
一
層
効
果
的
な
施
策

を
推
進
す
る
た
め
、
社
会
情
勢
の
変

化
に
的
確
に
対
応
し
た
「
愛
南
町
男

女
共
同
参
画
推
進
計
画
（
後
期
計

画
）
―

あ
い
な
ん
パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ラ

ン
２
０
１
５
―

」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

各
戸
へ
は
概
要
版
を
お
配
り
し
て

い
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

企
画
財
政
課（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）ま

で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
29
日（
月
）開
場
18
時
〜

　
　
　

開
演
18
時
30
分
〜

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

無
料（
入
場
整
理
券
必
要
）

／
全
席
自
由
席

※
入
場
整
理
券
配

布
場
所　

御
荘
文

化
セ
ン
タ
ー
・
本

庁
・
各
支
所

問
合
せ　

生
涯
学

習
課（
℡
７
３
―

１

１
１
１
）

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
域

の
企
業
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
労
働
者

の
皆
様
で
、
お
勤
め
に
な
っ
て
い
た

中
小
企
業
が
大
震
災
の
影
響
で
倒
産

状
態
に
陥
り
、
賃
金
が
支
払
わ
れ
な

か
っ
た
方
に
対
し
、
国
が
企
業
に
代

わ
っ
て
未
払
の
賃
金
を
立
替
払
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
立
替
払
の
認
定
申

請
期
限
が
平
成
23
年
９
月
12
日
ま
で

で
す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
、
お

早
め
に
申
請
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
愛
媛
労

働
局
監
督
課
（
℡
０
８
９
―

９
３
５

―

５
２
０
３
）
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ

い
。



p11

町
営
住
宅
の

入
居
者
募
集
に
つ
い
て
！

◆
財
産
管
理
課
か
ら

台
風
シ
ー
ズ
ン
に

　
　

備
え
ま
し
ょ
う
！

◆
四
国
電
気
保
安
協
会
か
ら

種別 住宅名称及び所在地 構造等 間取り 月額家賃 駐車場 特記事項

公　

営　

住　

宅

三島団地2号棟 1階3号室
　城辺乙669番地

RC造3階建
（築37年）

3DK
53.7㎡

8,200円～
12,200円

三島団地6号棟 1階5号室
　城辺乙669番地

RC造4階建
（築29年）

3DK
67.7㎡

11,700円～
17,500円

猪ノ尻西団地A-2棟 3階2号室
　御荘平城2392番地2

RC造3階建
（築32年）

2LDK
57.7㎡

12,000円～
18,000円 有

東猪ノ尻団地南棟 3階11号室
　御荘平城2490番地3

RC造3階建
（築15年）

3LDK
77.2㎡

22,300円～
33,300円 有

中浦団地（3部屋）
1階5号室、2階3号室、3階7号室
　中浦1677番地

RC造3階建
（築33年）

3DK
56.3㎡

9,200円～
13,700円 有

西部住宅 10号室
　一本松90番地

木造2階建
（築20年）

3DK
76.6㎡

15,900円～
23,700円 有 下水道使用料

別途必要

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

猿田団地（2部屋）
2階2号室、4号室
　城辺甲3851番地1

RC造3階建
（築17年）

3DK
76.46㎡

53,000円 有

脇田団地A棟 1階4号室
　柏369番地

RC造3階建
（築15年）

3LDK
88.50㎡

38,000円 有

久家団地 2階3号室
　久家23番地1 

RC造3階建
（築15年）

3LDK
94.90㎡

37,000円 有

※公営住宅は単身者でも申込みができる場合もありますが、世帯を有している方を優先します。
※特定公共賃貸住宅は、世帯を有している方を対象とします。
※入居には連帯保証人が2名必要となり、敷金は月額家賃の3か月分、共益費は別途必要です。なお、入居ま
で多少時間のかかる住宅もあります。

　

現
在
、
空
室
と
な
っ
て
い
る
町
営

住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

公
募
住
宅
の
概
要

　

左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間   

　

８
月
16
日（
火
）〜
８
月
25
日（
木
）

　

風
で
テ

レ
ビ
ア
ン

テ
ナ
が
倒

れ
た
り
、

看
板
や
ト

タ
ン
板
な

ど
が
飛
ば

さ
れ
な
い

か
、
点
検

し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

が
飛
ん
だ
り
、
樹
木
の
枝
が
折
れ
か

か
っ
た
り
し
て
停
電
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
家
の
周
り
も
点
検
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
停
電
に
備
え
て

懐
中
電
灯
や
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ

オ
の
準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か
。
台

風
が
過
ぎ
去
っ
た
後
で
切
れ
た
電
線

や
垂
れ
た
電
線
が
あ
れ
ば
触
ら
な
い

よ
う
に
し
て
電
力
会
社
へ
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ

　

㈶
四
国
電
気
保
安
協
会

　

城
辺
事
業
所（
℡
７
３
―

１
２
５
６
）

入
居
者
資
格

（
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
）

⑴
住
宅
に
お
困
り
の
方
、
町
内
に
居

住
を
希
望
す
る
方

⑵
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑶
暴
力
団
員
で
な
い
方

　

※
こ
こ
で
い
う
暴
力
団
員
と
は

「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
２

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員

を
い
い
ま
す
。

収
入
基
準（
月
額
所
得
）

　

15
万
８
千
円
以
下（
公
営
住
宅
）

　

15
万
８
千
円
以
上
60
万
１
千
円

　

以
下（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）

申
込
み　

各
住
宅（
団
地
）、
棟
ご
と

で
の
申
込
み
と
な
り
、
財
産
管
理
課

又
は
各
支
所
で
入
居
の
申
込
手
続
が

行
え
ま
す
。

そ
の
他　

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ

い
て
は
、
申
込
受
付
期
間
終
了
後
、
空

室
が
あ
れ
ば
随
時
募
集
と
し
、
先
着

順
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。
申
込

手
続
等
に
つ
い
て
は
、
財
産
管
理
課

ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

財
産
管
理
課（
℡
７
２
―

７
３
１
０
）
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愛
南
町
内
の
医
療
機
関
で
特
定
健
診
・

生
活
機
能
評
価
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

◆
町
民
課
か
ら

熱
中
症
に
ご
注
意
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
着
目
し
た
健

診
で
、
「
メ
タ
ボ
健
診
」
と
も
よ
ば

れ
て
い
る
「
特
定
健
診
」
を
町
内
の

対
象
者

特
定
健
診

生
活
機
能
評
価

・
40
才
〜
74
才
で
国
民
健
康
保
険
に

ご
加
入
の
方

・
75
才
以
上
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
ご
加
入
の
方

・
65
才
以
上
の
方
（
要
支
援
・
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象

外
）

※
今
年
度
、
集
団
健
診(

集
会
所
や
公
民
館
で
実
施)

を
受
け
ら
れ
た
方
又
は
受
け
ら

れ
る
予
定
の
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

受
診
で
き
る
医
療
機
関

内
海
診
療
所

岡
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク

中
浦
診
療
所

粉
川
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

松
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

福
浦
診
療
所

菅
外
科
胃
腸
科
医
院

伊
藤
医
院

竹
本
医
院

国
保
一
本
松
病
院

福
岡
内
科
外
科
医
院

※
受
付
時
間
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
申
込
み
後
に
郵
送
す
る
書
類
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

検
査
内
容

特
定
健
診

生
活
機
能
評
価

身
長
・
体
重
・
腹
囲
・
血
圧
測
定

尿
検
査
（
蛋
白
・
潜
血
）

血
液
検
査
（
脂
質
・
肝
機
能
・
血
糖

値
・
※
貧
血
）

医
師
の
診
察

※
眼
底
検
査

※
心
電
図
検
査

問
診
（
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
）

身
長
・
体
重
測
定
・
血
圧
測
定

医
師
の
診
察

※
心
電
図
検
査

※
血
液
検
査
（
貧
血
、
血
清
ア
ル
ブ

ミ
ン
）

※
反
復
唾
液
嚥
下
テ
ス
ト

※
貧
血
、
眼
底
、
心
電
図
は
、
基

準
に
該
当
し
医
師
が
必
要
と
認
め

る
方
の
み
と
な
り
ま
す

※
心
電
図
、
貧
血
、
血
清
ア
ル
ブ
ミ

ン
、反
復
唾
液
嚥
下
テ
ス
ト
は
、基
準

に
該
当
す
る
方
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、適
切
な
予
防
を
す
れ
ば

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。熱
中
症
に
な
っ

た
場
合
で
も
、適
切
な
応
急
処
置
に
よ

り
救
命
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。一
人

ひ
と
り
が
熱
中
症
予
防
の
正
し
い
知
識

を
持
ち
、自
分
の
体
調
の
変
化
に
気
を
つ

医
療
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
65
歳
以
上
の
方
は
、
あ

わ
せ
て
介
護
予
防
の
た
め
の
「
生
活

機
能
評
価
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

受
診
方
法

①
役
場
に
申
し
込
み
を
す
る
（
電
話

け
る
と
と
も
に
、周
囲
の
人
に
も
気
を

配
り
、予
防
を
呼
び
か
け
あ
っ
て
熱
中

症
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
の
予
防
に
は
「
水
分
補
給
」
と

「
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
」が
大
切
で
す
！

●
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給

●
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
た
温

度
調
整
、
こ
ま
め
な
室
温
確
認

●
通
気
性
の
良
い
衣
服
の
着
用
、
保

冷
剤
・
氷
・
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
に

よ
る
体
の
冷
却

●
日
傘
・
帽
子
の
着
用
、
日
陰
の
利

用
、
こ
ま
め
な
休
憩
な
ど

　

暑
さ
の
感
じ
方
は
人
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
高
齢
者
の
方
は
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。
節
電
を
意
識
す
る

あ
ま
り
、
熱
中
症
予
防
を
忘
れ
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
の
処
置
は
…

１
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る

２
衣
服
を
脱
が
せ
、
身
体
を
冷
や
す

３
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る

※
自
力
で
水
を
飲
め
な
い
、
意
識
が

な
い
場
合
は
、
直
ち
に
救
急
車
を
要

請
し
ま
し
ょ
う
！

問
合
せ　

保
健
福
祉
課

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

な
ど
）

②
申
し
込
み
後
、
役
場
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
書
類
を
持
っ
て
医
療
機
関
を

受
診
す
る

健
診
料　

無
料

申
込
・
問
合
せ　

町
民
課（
℡
７
２

―

７
３
０
０
）
又
は
保
健
福
祉
課（
℡

７
２
―

１
２
１
２
）



真珠いかだ
フロート養殖ロープ

養殖
ヒジキ
の色

ヒジキ
養殖日
本一の
ポーズ 原草を

イメージ
した
マフラー

原草をイメージ
したソックス

乾燥
ヒジキ
の色

愛南の青い海
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食
改
さ
ん
の

愛
な
ん
料
理
レ
シ
ピ
③
！

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

　

３
回
目
と
な
る
「
食
改
さ
ん
の
あ

い
な
ん
料
理
レ
シ
ピ
」
は
、
食
育
推

進
大
会
の
地
場
産
料
理
試
食
会
で
提

供
し
た
料
理
の
中
か
ら
、
ひ
じ
き
と

ヒ
オ
ウ
ギ
ガ
イ
を
使
っ
た
地
場
産
料

理
を
紹
介
し
ま
す
。

愛
な
ん
食
育
推
進

第
16
回

栄養価（1人分）
エネルギー　299㎉
たんぱく質　  6.0ｇ
脂質　　　　  2.3ｇ

作り方
①米３合を炊いておく。

②ひじきは水で戻して、水気を切ってお

く。

③にんじんは2㎝くらいのせん切りにしてお

く。

④油揚げは油抜きをして４等分にし、細切

りにする(にんじんと同じくらいの長さ)。

⑤鍋に②、③、④と出し汁、Aの調味料を入

れて煮る。時々かき混ぜながら、煮汁がな

くなるまで煮る。

⑥炊き上がったご飯に⑤を混ぜる。

材料（６人分）
精白米　　　　　 3合（420ｇ）
水　　　　　　　 適宜
干しひじき　　　 10ｇ
油揚げ（すしあげ）  1枚
にんじん　　　　 70ｇ
Ａ濃口しょうゆ　 大さじ2
　砂糖　　　　　 大さじ1と1/2
　酒　　　　　　 大さじ1
　みりん　　　　 大さじ1
出し汁　　　　　 3/4カップ
　　　　　　　　 （150㎖）

主食：ひじきご飯 

使用している愛南産農水産物 愛南町では、真珠母貝養殖の休閑期にその施設
を用いてひじきを養殖しています。ぎょしょく
教育の普及と愛南町の水産物のPRに活躍する
「愛南ぎょレンジャー」の新たなメンバーとし
て「ヒジキブラック」が加わりました。

ひじき

栄養価（1個分）
エネルギー　136㎉
たんぱく質　  5.6ｇ
脂質　　　    5.5ｇ

材料（４人分）
ヒオウギ貝　　6個
ごぼう　　　　220g
にんじん　　　50g
すりごま　　　大さじ3
しょうゆ　　　大さじ1と2/3
みりん　　　　小さじ2
出し汁　　　　大さじ1
砂糖　　　　　大さじ1と1/3
酒　　　　　　小さじ2
塩　　　　　　少々
唐辛子　　　　1/3本
サラダ油　　　小さじ2

副菜：ヒオウギ入きんぴら

使用している愛南産農水産物 ヒオウギ貝は、由良半島の波の穏やかな内湾で育てられています。紫や
赤、黄色やオレンジなど色鮮やかな殻をもつヒオウギ貝は、愛南町が生
産量日本一を誇る農林水産物の一つです。ホタテ貝に比べ、濃厚な旨み
が特徴です。

ヒオウギ貝

作り方
①ごぼう、にんじんはせん切り

に、ごぼうは水に浸してあくを抜

く。

②唐辛子は種をとり、小口切りに

しておく。

③ヒオウギ貝は酒蒸しにして、黒

いところを取り除き、食べやすい

大きさに切っておく。

④サラダ油を熱し、ごぼうを炒める。塩少々を入れ、にんじんを加え

て炒める。

⑤③に火が通ったら、②のヒオウギ貝を入れて、唐辛子、調味料を加

える。

⑥最後にすりごまを入れる。

ヒジキブラック
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８
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

国
民
年
金
！

◆
町
民
課
か
ら

愛
南
町
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
の
お
知
ら
せ
！

◆
消
防
本
部
防
災
対
策
課
か
ら

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
！

◆
町
民
課
か
ら

　

３
日
・
10
日
・
17
日
・
31
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

９
月
の
引
取
日
は
、

　

７
日
・
14
日
・
21
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ
て

環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
ま
で
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
飼
い

犬
・
飼
い
ね
こ
の
場
合
は
、
有
料（
愛

媛
県
収
入
証
紙
が
必
要
）で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

環
境
衛
生
課（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）

国
民
年
金
保
険
料
収
納
業
務
の
民
間

委
託
（
市
場
化
テ
ス
ト
）
に
つ
い
て 

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金

保
険
料
が
納
め
忘
れ
と
な
っ
て
い
る

方
に
対
す
る
「
電
話
や
文
書
、
戸
別

訪
問
に
よ
る
納
付
督
励
や
保
険
料
の

収
納
業
務
」
に
つ
い
て
、
民
間
委
託

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
「
競
争
の
導
入
に
よ
る

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
い
て
、
従
来
官
公
庁
が

行
っ
て
き
た
事
業
に
お
い
て
民
間
事

業
者
の
参
入
機
会
を
拡
げ
、
民
間
事

業
者
の
創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活

用
に
よ
り
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
め
ざ
す
「
市
場

化
テ
ス
ト
事
業
」
と
し
て
導
入
さ
れ

た
も
の
で
、
市
場
化
テ
ス
ト
受
託
事

業
者
は
愛
媛
県
で
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

〈
受
託
事
業
者

（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）〉　

　

・
㈱
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト

◎
市
場
化
テ
ス
ト
事
業
者
に
は
、
個

人
情
報
保
護
の
管
理
を
徹
底
し
て
い

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
宇
和
島
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４
）ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
日
本

年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認

で
き
ま
す
。

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
８
月
18
日（
木
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　

「
地
域
に
密
着
し
機
能
す
る
持
続

可
能
な
防
災
地
域
社
会
シ
ス
テ
ム

（
防
災
文
化
）の
創
造
に
む
け
て
」
を

テ
ー
マ
に
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時　

８
月
28
日（
日
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

消
防
本
部
防
災
対
策
課

（
℡
７
２
―

０
１
３
１
） 　

松
山
地
方
法
務
局
及
び
愛
媛
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
９
月
５

日（
月
）か
ら
11
日（
日
）ま
で
を
全
国
一

斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん

し
ん
相
談
」
強
化
週
間
と
し
て
、
高

齢
者
・
障
害
の
あ
る
方
の
人
権
問
題

に
か
か
る
相
談
を
人
権
擁
護
委
員
や

法
務
局
職
員
が
お
受
け
し
ま
す
。相
談

は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時　

９
月
５
日（
月
）〜
11
日

（
日
）８
時
30
分
〜
19
時

　

９
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）10
時

〜
17
時

電
話
番
号　

全
国
統
一
電
話
番
号 

０
５
７
０
―

０
０
３
―

１
１
０（
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
） 

予
約
不
要

※
携
帯
電
話
可
、
一
部
IP
電
話
か
ら

は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

相
談
内
容　

高
齢
者
・
障
害
の
あ
る

方
へ
の
差
別
的
取
扱
い
、
相
続
・
扶
養

問
題
等
、
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
方
の

人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

問
合
せ　

松
山
地
方
法
務
局

（
℡
０
８
９
―

９
３
２
―

０
８
８
８
）
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８月の保健事業のお知らせ

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ
！

◆
総
務
課
か
ら

差
押
え
不
動
産
の

　

公
売
に
つ
い
て
！

◆
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
か
ら

各種健（検）診
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

特定健診・肺・
大腸・前立腺・
肝炎検査

  1日 月 船越集会所
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０

  3日 水 節崎コミュニティーセンター
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０

  4日 木 平城交流センター
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０

胃がん検診

  2日 火 西海町民会館 ７：００～  ８：３０
  3日 水 深浦公民館 ７：００～  ８：３０
  4日 木 東海公民館 ７：００～  ８：３０
24日 水

城辺保健福祉センター ７：００～  ８：３０25日 木
26日 金

乳・子宮
がん検診
骨粗鬆症検診

18日 木 深浦公民館 １２：３０～１４：００
19日 金 東海公民館 １２：３０～１４：００

29日 月 上大道集会所
９：３０～１１：００
１３：００～１４：００

30日 火 家串公民館 １２：３０～１４：００
31日 水 篠山小学校体育館 １３：００～１４：００

※8月29日の子宮がん検診は、午後からです。

乳幼児健康診査
内　容 日 曜日 場　所 対象年齢

１歳6か月児健診   9日 火
城辺保健福祉センター

H２１年１１月１日～１２月３１日生
３歳児健診 23日 火 H２０年  ５月１日～  ６月３０日生

育児相談
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場   5日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００
すくすく相談

10日 水
城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

育児相談 内海保健センター ９：３０～１１：３０
うみのこ広場 18日 木 西海支所２階親子ふれあい交流室 ９：３０～１１：３０
みなみっ子 22日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他
内　容 日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 17日 水 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０
事前申込み

かるがも教室 28日 日 城辺保健福祉センター
１０：００～１１：３０
事前申込み

一
般
曹
候
補
生

受
験
資
格

　

18
歳（
高
卒
見
込
み
含
む
）か
ら
26

歳
ま
で
の
方

受
付
期
限　

９
月
９
日（
金
）

第
一
次
試
験
日

　

９
月
17
日（
土
）午
前

第
一
次
試
験
地　

宇
和
島
市
役
所

自
衛
官
候
補
生

受
験
資
格

　

18
歳（
高
卒
見
込
み
含
む
）か
ら
26

歳
ま
で
の
方

受
付
期
限　

９
月
９
日（
金
）

筆
記
試
験　

９
月
17
日（
土
）午
後

試
験
地　

宇
和
島
市
役
所

※
一
般
曹
候
補
生
と
自
衛
官
候
補
生

の
両
方
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

航
空
学
生

受
験
資
格

　

高
卒（
見
込
み
含
む
）で
21
歳
未
満

の
方

受
付
期
限　

９
月
９
日（
金
）

第
一
次
試
験
日

　

９
月
23
日（
金
・
祝
日
）

第
一
次
試
験
地

　

陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地

種
目
の
概
要

　

自
衛
隊
航
空
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
養

成（
最
も
早
く
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
れ

る
コ
ー
ス
で
す
）

問
合
せ

　

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

（
℡
０
８
９
５
―

２
３
―

５
４
３
１
）

日
時　

８
月
24
日（
水
）13
時
か
ら

場
所　

愛
媛
県
水
産
会
館（
松
山
市

二
番
町
４
丁
目
６
―

２
）

物
件
所
在
地　

南
宇
和
郡
愛
南
町
広

見
地
内
の
土
地
・
建
物

※
詳
細
は
、８
月
15
日（
月
）以
降
に
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
電
話
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、事
情
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機

構（
℡
０
８
９
―

９
１
３
―

５
８
０
０
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.ehim

e-

kikou.jp/)
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

８
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

８・９月行事予定表

第１日曜日   7日 内海診療所 柏 ☎85-0341

第２日曜日 14日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第３日曜日 21日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第４日曜日 28日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

８月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

町

県

民

税

2期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

3期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

2期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・
深
浦

公
民
館
、
小
屋
ノ
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

8/29

9/29

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
ノ
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

8/25

9/27

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

8/23

9/22

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
西
海
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・

小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

8/19

9/20

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

8/17

9/15

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
一
本
松
・
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

8/11

9/13

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、

旧
川
村
光
男
作
業
場
、
兵
頭
郁
生
さ
ん
宅
前
、
旧
内
海
支
所
、
魚
神
山
船
越
・

平
碆
・
柏
崎
各
集
会
所

8/9

9/9

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
町
営
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
二
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺

新
町
各
集
会
所
、
節
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

8/5

9/7

御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・

貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

8/3

9/5

中
浦
漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
前
、
赤
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

長
月
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

8/1

9/1

８、９月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

日 曜 時　間 行事名 場　所

８月

1 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

4 木 18：00～ 御荘病院夏祭り 御荘病院前

5 金 11：30～17：00
愛南サッカーフェスティバル
2011【高校生の部】

南レク3号
城辺球場

6 土
9：00～17：00

愛南サッカーフェスティバル
2011【高校生の部】

南レク3号
城辺球場

9：30～16：30
須ノ川公園スノーケリング

体験型ツアー
須ノ川公園周辺

7 日

9：00～15：00
愛南サッカーフェスティバル
2011【高校生の部】

南レク3号
城辺球場

8：30～17：00
第28回四国西南地区

少年剣道大会
一本松交流促進

センター

14：00～15：30
人形劇　
じごくのそうべえ

御荘文化
センター

10 水 13：00～15：00 行政相談 城の辺学習館ほか

20 土
9：00～12：00

第7回愛南町スポーツ
少年大会　相撲競技

御荘Ｂ＆Ｇ
相撲場

18：00～22：00 愛南町城辺夏まつり 城辺商店街

21 日
9：00～17：00

第39回四国王座
軟式野球決定戦

南宇和支部予選

南レク3号
城辺球場

18：00～22：00 愛南町御荘夏まつり 御荘商店街周辺

28 日
13：00～17：00

愛媛スポレク祭2011
ジュニアソフトボール大会

　南宇和予選

南レク5号
御荘多目的広場

13：30～15：30 防災フォーラム
御荘文化
センター

29 月
9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

18：30～20：30
京都大学交響楽団

演奏会2011
御荘文化
センター

９月

3 土
12：00～21：00 緑八朔相撲大会

緑基幹集落
センター土俵前

13：30～15：00 第2回生涯学習講座
御荘文化
センター

4 日 8：30～15：30
第21回
どろんこサッカー大会

篠山小学校
体育館横

5 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

7 水 9：30～12：00
愛媛スポレク祭2011
クロッケー愛南町予選会

南レク5号
御荘多目的広場

11 日 8：30～17：00
平成23年度
愛媛県下軟式野球選手権

南宇和支部予選

南レク3号
城辺球場

12 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

14 水 13：00～15：00 行政相談 城の辺学習館ほか

愛いっぱい愛南産直市
８月２日（火）～８日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　松山三越

■7月30日（土）～8月  8日（月）　
　　　　　　　　　　　 清家義隆創作木工工芸展
■8月13日（土）～8月22日（月）　    吉田鋭三作品展

時間　8：30～19：00　場所　DE・あ・い・21
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問合せ 内　容 開設日 開設時間 8月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   
火・木   

園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  
育児（電話）相談 月～金  

うみのこ広場 出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・
つどいと交流
各種ワークショップ

日～金   

御荘文化センター
「あいなん子育て
応援グループ」

生涯学習課内
73-1111

子育て 
  (電話)相談

毎週木曜

 

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

１０：００

１３：００

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：００

１６：００

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

●12日(金)
親子スイミング 
10:30～11:30
B&G海洋センター  

●17日(水)ベビースリング
★12日(金)～16日(火)
　つどいは休み 

●19日(金)
親子水泳教室
（B&G海洋センター）

毎週

城辺
保育所
らいおん組

長月
保育所

城辺
保育所
きりん組
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に け ー し ょ ん

　毎日暑い日が続いていますが、この季節ならではの楽しみにナイトダイビングがあります。夜

の海に潜ると、昼間は見ることのできない魚がうようよ。百鬼夜行ならぬ百魚夜行の世界です。

　この日はセミホウボウに出会いました。水中ライトの光に

驚いたのか、胸鰭を大きく広げ、フラッシングしました。フ

ラッシングというのは、鮮やかな模様を急に敵に見せて、相

手が驚いているうちに逃げるという戦法です。

　懸命のフラッシングに驚くどころか、喜んでついてくるダイ

バー(私のことです)に根負けしたのか、とうとう胸鰭をたたん

で、深い所へと泳ぎ去ってしまいました。

(2010.8.18:西ノ浜 水深8m)環境省自然公園指導員 西尾知
と も て る

照

　本日!海
う み び よ り

日和!!「百魚夜行」

7/12・13 筑前琵琶奏者「川村旭
き ょ く ほ う

芳」演奏会!
　一本松中学校で、一本松地域の小中学生を対象に「ほっと計画委

員会(河野 満
み つ ぐ

代表)」主催による筑前琵琶奏者「川村旭芳」演奏会

が開催されました。

　川村さんは、昨年度の「トレッキング・ザ・空海あいなん」の「花

へんろコンサート」にも出演された方で、今回、「平家物語」の冒頭

の一節「祇園精舎」と義経と静御前の悲恋の物語を詠った「舞扇

鶴ヶ岡」、小泉八雲の怪談「雪女」など

を、哀愁漂う筑前琵琶の音色に乗せて披

露しました。13日には内海中学校でも開

催され、小中学生や保護者・教職員、地域

の方々など約250名が日本の伝統の琵琶

の調べと古典の朗詠を鑑賞しました。

　御荘文化センターで、町職員・教職員・議員
などを対象に人権・同和教育研修会の一環とし
て、高知県などを中心に活躍している「う～
み」さんによる人権コンサート「あなたに会え
てよかった」が行われました。
 「う～み」さんは学生時代、バスケットボール
の練習中の事故で頚椎を損傷し、全身に障害を
持つ身になって生きる希望を失っていました。友人の一声で
幼少時代に憧れていた音楽の世界に入り、音楽活動を通じて
心身ともに回復。今度は私が恩返しをしたいと、学校を中心
に、「命の大切さ、命はつながっている」ことを訴えるライ
ブパフォーマンスをライフワークとして活動しています。
 「う～み」さん自身の体験に基づくトークと思いのこもっ
たやさしい歌声を通して命の大切さを改めて感じられるコン
サートとなりました。

7/13 人権コンサート
「あなたに会えてよかった」!
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愛 南 こ み ゅ
6/18 ありんこくらぶの講演会!
　御荘文化センターで、障害児者の家族・支援者の会「ありんこ
くらぶ(宮崎和

か ず と も

友会長)」主催による「緊急!ありんこくらぶの講演
会 震災と災害弱者～口から見える絆とは～」が開催され、福祉
関係者など約60名が参加しました。
　この講演会は、障害児・者の家族の立場から今回の東日本大震災から
学ぶべきことを発信しようと、一本松オープンチャリティゴルフ大会実行
委員会から受けた寄付金を活用して開催されました。
 講師の歯科医師 升田勝

か つ よ し

喜さん(松前町)からは、被災地で在宅医療ボラ
ンティア活動を通じて被災者の口腔ケアの重要性、災害弱者との綿密な
ネットワークの必要性などをお話しいただきました。

6/19 あいなん学生音楽祭!
　御荘文化センターで、南宇和高校吹奏楽部をはじめ、内海・御荘・城辺・一本松の各中学校、
町外からは片島中学校(宿毛市)、広見中学校(鬼北町)の音楽部や吹奏楽部が参加して「あいな
ん学生音楽祭2011」が行われました。
　吹奏楽曲だけでなく、ジャズやポップス、校歌やアニメソングなど幅広いジャンルの楽曲が演
奏され、各中学校の楽しく元気な演奏や高校生の迫力ある演奏に会場から惜しみない拍手が送
られていました。
　また、愛媛大学教育学部の学生6名で構成されるトーンチャイム・アンサンブルグループ「ブル
ガリあ」がゲストとして演奏し、アルミ合金で作られたハンドベルの一種であるトーンチャイムの
やわらかな澄んだ音色を披露しました。
　フィナーレでは、ゲストの「ブルガリあ」による伴奏で唱歌「ふるさと」を会場全体で合唱しま
した。

講師の升田医師

7/2 DE・あ・い・七夕まつり
　DE・あ・い・21で、恒例の「DE・あ・い・七夕まつり」が開催され、特設ステージではアマチュアバ
ンド5組による演奏があり、夜市ではヒオウギ貝の浜焼きや「由良の媛っ子地鶏」の焼き鳥などの
特産品が出品され、館内では巨大そうめん流しが行われました。途中から雨模様となりましたが、
約400名の来場者で賑わいました。
　また、ステージ前では愛南警察署の白バイ乗車体験も行われ、多くの子ども達がうれしそうに
白バイにまたがって記念撮影などをしていました。
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元
気
い
っ
ぱ
い

　

ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

　御荘B&G海洋センター体育館で、「第11回愛南町4人制ソフトバレーボール大
会」が開催され、9チーム約40名が参加して楽しくプレーしました。
【大会結果は次のとおり】

Aブロック優勝 クレヨン　Bブロック優勝 スマイル　Cブロック優勝 Zonta

4 人制ソフトバレー大会 !
7/　

  3

　南レク御荘公園グラウンドで、「第6回
愛南町小学生ソフトボール大会」が開催
され、町内各地区から高学年の部に5チー
ムが参加して熱戦が繰り広げられまし
た。
【大会結果は次のとおり】

ソフトボール大好き !
7/　

  3

　南レク城辺球場で、「第21回南レク グラウン
ド・ゴルフ愛媛大会」が開催され、県内各地から
集まった66チーム298名がグラウンド・ゴルフを
楽しみました。
【大会結果は次のとおり。本町選手のみ掲載】

団体の部       5位  御荘G

個人総合の部 4位  門屋映章(御荘A)

個人女性の部 優勝 湯浅美加代(御荘G)

第21回南レク グラウンド・ゴルフ愛媛大会 !
7/　

  3

優勝 柏スポーツ少年団

　御荘B&G海洋センター屋内プールで、町内の小中学校や宇和
島市などから20団体約250名が参加して「第10回B&G会長賞四
国西南地区水泳競技大会」が開催されました。
【大会結果は次のとおり。なお町内選手で1位入賞の大会新記録のみ掲載】

個人の部

100m自由形(小学5・6年生女子の部)  清水美
み く

来(緑小)　   1分10秒54

50m背泳ぎ(小学3・4年生女子の部)　山本音
と わ

羽(平城小)　39秒96

四国西南地区水泳競技大会 !
7/　

  9

　南レク城辺球場で、「第26回愛媛県中学
軟式野球選手権南宇和大会」が開催され、
町内中学校野球部4チームが出場し、総当
りリーグ戦の結果、御荘中学校が優勝しま
した。なお、優勝した御荘中学校は、8月
13日(土)から15日(月)までの3日間、松山市
で開催される第26回愛媛県中学軟式野球選
手権大会に出場します。

中学軟式野球選手権南宇和大会 !
7/　

15～16

優勝 御荘中学校
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南予のミニバス大会で連続優勝 !
　宇和島市総合体育館ほかで開催された「平
成23年度柴田杯ミニバスケットボール大会(兼
ねる四国大会・全関西大会予選)」に出場した
愛南ミニバスケットボールクラブが、南予地
域の強豪20チームを抑えて優勝を果たしまし
た。5月に行われた泉杯大会に続いて連続優勝
となります。

6/　

19・28

優勝 愛南ミニバスケットボールクラブ

　御荘B&G海洋センター体育館と平城小学校で、「第19回
B&G会長杯ミニバレーボール大会」が開催され、男女混合6人
制で行われるミックスの部に17チーム約140名が参加し、楽
しく熱戦を繰り広げました。
【大会結果は次のとおり】

優勝  響
ひ び き

鬼　準優勝 Pinky　3位  ぶぁブルス、プラス

大会優秀選手 山岡 愛
あ い

さん(響鬼)(写真の下段中央)

B&G会長杯ミニバレーボール大会 !
6/　

 26

バレーボールナイターリーグ大会

　御荘中学校体育館で「第11回愛南バレーボールナイターリーグ大会」が開催され、6
チーム約40名が参加し、総当りのリーグ戦で三日間にわたって熱戦を繰り広げました。
【大会結果は次のとおり】

優勝 マスターズ

7/　

  6
6/　

22・29・

優勝 マスターズ

グリーンカップ女子バレーボール大会 !
　一本松体育館で「第6回グリーンカップ女子バレーボール大
会」が開催され、5チーム約50名が参加して勝敗を競いました。

6/　

 19

優勝 Passion

　御荘文化センターで、「平成23年度
ポカリスエット・ジュニアスポーツセミ
ナー」が開催され、町内のスポーツ少年
団32団体の団員や指導者、保護者など約
150名が参加し、スポーツ活動中の水分
補給の大切さや子どもの発達段階に応じ
た運動プログラムなどを学びました

ジュニアスポーツセミナー !
6/　

 26



p22

放
送
大
学
10
月
生
募
集
！

香
川
県
善
通
寺
市
か
ら

第
７
回
四
国
霊
場
88
サ
イ
ク
ル
駅
伝
の
応
援
を
！

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
23
年
度

第
２
学
期（
10
月
入
学
）の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
、
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
働
き

◆
篠
南
川
柳
会

初
節
句
頑
固
親
父
も
目
尻
垂
れ　
　
　
　
　
　

由
紀
子

人
生
の
節
目
を
何
度
越
え
る
や
ら　
　
　
　
　

す
み
子

節
電
だ
納
戸
の
団
扇
顔
を
出
す　
　
　
　
　
　

芝
田

お
茶
を
供
え
今
の
幸
せ
手
を
合
わ
し　
　
　
　

千
代
子

遍
路
道
お
茶
で
労
う
お
接
待　
　
　
　
　
　
　

京
子

一
人
者
自
由
と
孤
独
裏
表　
　
　
　
　
　
　
　

幸
枝

ぽ
か
ぽ
か
と
居
眠
り
誘
う
花
見
蓙　
　
　
　
　

保
美

ぽ
か
ぽ
か
と
背
中
の
吾
児
の
息
伝
う　
　
　
　

清
子

◆
内
海
俳
句
会

山
風
に
海
風
に
蝉
ど
つ
と
鳴
く

思
ひ
出
に
憑
か
れ
小
雀
家
の
木
に　
　
　
　
　

好
岡
東
明
子

釣
人
の
黙
に
染
み
付
く
西
日
か
な

陶
枕
古
き
風
聴
く
う
な
じ
か
な　
　
　
　
　
　

太
田　

信
子

合
歓
咲
く
や
父
逝
き
し
日
の
偲
ば
る
る

万
緑
の
炎
え
て
湧
き
つ
ぐ
雲
の
峰　
　
　
　
　

ほ
た
る
草

置
き
去
り
の
記
憶
手
操
る
や
夏
至
白
夜

青
葉
木
兎
鳴
く
や
浮
世
の
寂
深
し　
　
　
　
　

岩
森
十
志
子

◆
菊
川
俳
句
会

梔く
ち

子な
し

の
百
花
の
重
み
に
耐
へ
て
お
り　
　
　
　

宮
下　

熊
夫

雨
つ
づ
く
彩
り
敷
き
し
落
杏
子　
　
　
　
　
　

井
関　

禎
美

　

義
兄
追
悼
句

浄
土
へ
と
旅
立
ち
見
送
る
花
卯う
つ

木ぎ　
　
　
　

小
野
山
シ
マ
子

合ね

む歓
咲
い
て
暮
れ
残
り
た
る
薄
暮
か
な　
　
　

村
尾
加
都
子

朝
涼
し
箒
目
浮
か
ぶ
神
の
庭　
　
　
　
　
　
　

井
関　

満
子

◆
さ
わ
ら
び
短
歌
会

篁
た
か
む
らの
竹
の
秀ほ

先さ
き

の
伸
び
る
程
活
力
の
欲
し
き
と
掃
除
機
か
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
村　
　

操

迷
い
来
し
蛍
一
つ
を
そ
っ
と
手
に
水
辺
の
草
に
帰
し
て
や
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
村
千
代
子

昨
日
鰹
今
日
は
ビ
ン
タ
を
丸
一
匹
休
暇
で
釣
っ
た
と
隣
よ
り
頂
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

扇
野
八
代
生

大
震
災
の
人
等
思
え
ば
我
慢
で
き
る
こ
と
多
か
れ
ど
実
行
し
難
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
本　

清
子

亡
き
人
の
思
ひ
出
ふ
か
き
合ね

む歓
の
花
の
挿
し
木
を
育
て
て
友
の
下
さ
る　
　
　
　
　
　
　

国
松　

幸
枝

柿
若
葉
緑
さ
わ
や
か
さ
ん
さ
ん
と
五
月
の
太
陽
の
ひ
か
り
浴
び
い
る　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　
　

香

新
聞
を
涙
に
に
じ
む
顔
で
読
む
津
波
に
母お

や

こ子
を
援
け
逝
き
し
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
久
二
恵

原
発
の
見
え
ざ
る
敵
に
日
本
は
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
の
恐
怖
に
お
の
の
く　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

昭
夫

水
道
の
蛇
口
を
捻
れ
ば
出
る
水
を
普
通
と
思
ひ
き
被
災
地
に
水
な
き　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

知
子

今
年
限
り
今
年
限
り
か
と
庭
の
木
の
剪
定
を
す
る
脚
立
に
上
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
マ
ス
子

は
し
ゃ
ぎ
つ
つ
坂
道
下
る
子
等
に
添
い
下
校
す
る
少
年
の
共
に
駆
け
ゆ
く　
　
　
　
　
　

水
野
美
代
子

電
話
に
出
て
話
し
い
る
声
と
出
る
前
の
声
は
オ
ク
タ
ー
ブ
の
高
低
差
あ
り　
　
　
　
　
　

安
村
寿
美
子

帰
省
せ
し
子
が
太
棹
に
干
し
く
れ
し
布
団
は
日
差
し
に
生
き
物
の
ご
と　
　
　
　
　
　
　

山
本　

豊
子

吾
八
十
路
片
ま
ひ
な
れ
ど
胸
内
に
美
し
き
花
も
て
香
り
つ
歩
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本
ヨ
リ
コ

　

弘
法
大
師
誕
生
の
ま
ち
香
川
県
善
通
寺
市

で
は
、
四
国
中
の
多
く
の
自
治
体
の
協
力
を

得
て
毎
年
８
月
８
日
か
ら
16
日
ま
で
の
９
日

間
で
四
国
霊
場
88
ヶ
所
を
自
転
車
の
駅
伝
方

式
で
一
周
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
祈

願
を
四
国
中
に
呼
び
か
け
な
が
ら
の
走
行
と

な
っ
て
い
ま
す
。
自
転
車
巡

礼
隊
の
一
行
が
愛
南
町
を
通

過
す
る
の
は
、
８
月
13
日（
土

曜
日
10
時
〜
12
時
30
分
）を

予
定
し
て
い
ま
す
。
愛
南
町

の
皆
様
、
自
転
車
巡
礼
隊
を

見
か
け
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
応

援
の
一
声
を
掛
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

香
川
県
善
通
寺
市
商
工
観
光
課

（
℡
０
８
７
７
―

６
３
―

６
３
１
５
）

な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
・
職

業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。
資
料

は
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間　

８
月
31
日
ま
で

問
合
せ　

放
送
大
学
愛
媛
学
習

セ
ン
タ
ー（
℡
０
８
９
―

９
２
３
―

８
５
４
４
）
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
　ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談所

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）まで問合せください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします（1回の
相談人数は8人までで事前に予約が必
要。定員に達した場合は受付を終了）。
 ９月１３日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  ８月１３日（土）・２４日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

（６月受付分）

（６月受付分）

ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう
引
揚
者
の
皆
様
へ

終
戦
当
時
の
引
揚
者
に
対
し
て
の
通
貨
・

証
券
の
返
還
に
つ
い
て
！

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
！

地区名 子の名 保護者

城 辺 乙 安　岡　泰
たい

　希
き

高
たか

身
み

深　　浦 岡　野　瑚
こ

　夏
なつ

智
ともひさ

尚

城 辺 甲 藤　森　一
いち

　樺
か

聡
としかず

和

御荘平城 山　田　ゆ　づ 季
としひこ

彦

広　　見 田　中　孝
こう

　亮
すけ

宏
ひろかず

一

増　　田 山　本　清
せいしろう

史郎 清
きよ

人
と

城 辺 甲 小　川　蒼
そう

　天
あ

裕
ひろゆき

之

御荘平城 玉　川　和
なご

　実
み

哲
てつ

夫
お

蓮 乗 寺 眞榮田　陽
ひ

　菜
な

義
よし

夫
お

地区名 亡くなった方 享年

外　　泊 吉　田　芳
よし

　忠
ただ

86歳

増　　田   近　藤　　　勇
いさむ

79歳

御荘平城 山　口　スナヲ 102歳

緑　　甲   岩　見　　　史
まこと

75歳

岩　　水 鈴　木　弘
こう

　一
いち

73歳

船　　越   中　田　　　貢
みつぐ

64歳

魚 神 山 宮　本　キヨコ 84歳

武 者 泊 和　田　繁
しげ

　行
ゆき

69歳

中　　浦   大　下　　　鎭
まもる

83歳

御荘平城 山　本　佳
か

　代
よ

44歳

御荘平城   猪　野　　　茂
しげる

81歳

中　　浦 埜　下　奈
な

々
な

子
こ

77歳

柏 石　川　富
ふ み こ

美子 87歳

御荘平城 清　水　昌
まさ

　人
と

74歳

御荘平城 橋　本　寛
かん

　一
いち

72歳

福　　浦 和　田　ケイコ 80歳

御荘平城 山　本　三
み え こ

枝子 70歳

御荘平城 吉　田　テツコ 94歳

御荘平城   竹　川　　　茂
しげる

85歳

御荘長月 山　口　喜
よし

　幸
ゆき

83歳

上 大 道   谷　泉　　　寳
たから

77歳

小 成 川 清　水　タヱコ 78歳

広　　見 髙　田　トヨコ 87歳

　

税
関
で
は
終
戦
当
時
の
引
揚
者
か

ら
お
預
か
り
し
た
通
貨(

紙
幣)

や
証
券

な
ど
を
返
還
し
て
お
り
ま
す
の
で
心

当
た
り
の
方
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た

方
が
、
上
陸
地
の
税
関
又
は
海
運
局

な
ど
に
お
預
け
に
な
っ
た
通
貨
や
証

券
な
ど

◎
海
外
の
引
き
揚
げ
集
結
地
の
総
領
事
館
で
お
預
け

に
な
っ
た
通
貨
や
証
券
な
ど

※
ご
本
人
の
ほ
か
、
ご
家
族
か
ら
の
問
合
せ
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　

松
山
税
関
支
署（
℡
０
８
９
―

９
５
１
―

０
３
０
１
）

　

松
山
税
関
支
署
宇
和
島
出
張
所

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

１
２
５
４
）

　

㈶
日
本
遺
族
会
で
は
、
先
の
大
戦

で
父
等
を
亡
く
さ
れ
た
戦
没
者
遺
児

の
方
々
を
対
象
に
「
慰
霊
友
好
親
善

事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪

れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、

同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

実
施
地
域

①
フ
ィ
リ
ピ
ン（
１
次
）

②
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア（
１
次
）

③
中
国（
１
次
）

④
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島

⑤
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア（
１
次
）

⑥
ミ
ャ
ン
マ
ー（
１
次
）

⑦
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

⑧
マ
リ
ア
ナ
諸
島

⑨
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア（
２
次
）

⑩
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア（
２
次
）

⑪
ト
ラ
ッ
ク
諸
島

⑫
パ
ラ
オ
諸
島

⑬
フ
ィ
リ
ピ
ン（
２
次
）

⑭
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ン
ド（
２
次
）

⑮
中
国
・
バ
シ
ー
海
峡（
２
次
）

特
定
地
域

①
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

②
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島

費
用

　

参
加
費
と
し
て
10
万
円

問
合
せ

　

㈶
日
本
遺
族
会
事
務
局

（
℡
０
３
―

３
２
６
１
―

５
５
２
１
）
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愛南町の人口
平成23年 7月 1日現在

愛
南
町
の
持
つ
魅
力
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
掲
載
依
頼
な
ど
、
気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■編集・発行

愛南町役場 総務課
〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

編 集 後 記

愛
は

南
か
ら

10,913 戸

24,980 人

11,692 人

13,288 人

世帯数

人口

　男

　女

　広島県で行われた
「第 17 回中国四国身
体障害者水泳選手権
大会」で、本町から出
場した稲田智

ち え

恵さん
( 城辺甲 ) が女子 50m
バタフライ S7 クラス
で優勝、女子 50m 自
由形 S7 クラスで準優

勝と好成績を収めました。
　もともと運動が大好きで陸上が得意だった
稲田さんですが、20 年前から病気で左半身麻
痺を患っていました。3年前にご主人のメタ
ボ対策で一緒に始めた水泳ですが、はじめは
25 メートルを歩くのがやっとだったそうで
す。しかし、持ち前の負けず嫌いの性格から
みるみる上達。まだまだ伸び代があると自信
を持ち、めざすはパラリンピックと 2年前に
初めて公式の大会に出場して好成績を収め、
今年ランクアップして出場。今回の成績で、
11 月に福岡県で行われる日本選手権にも出場
する予定です。
　稲田さんは「やればできる。やってやれな
いことはない。もっとみんなに、いろんなこ
とにチャレンジして欲しい」と明るく語って
いただきました。

　ナデシコは、日本に広く分

布し「秋の七草」の一つとし

ても知られている植物です。

特にそのうちの一種カワラナ

デシコは「大
や ま と

和撫
な で し こ

子」ともい

い、清楚で可憐な姿から日本

女性の美しさを褒
ほ

め称える言

葉として用いられています。

　その名を冠したサッカー

「なでしこジャパン」の快挙

は、多くの人々に大きな感動

を与えてくれました。ことに

東日本大震災で未だ避難を余

儀なくされている方々に、勇

気と希望をもたらしたのでは

ないでしょうか。

　W杯決勝戦で世界ランク 1

位のアメリカを相手に、先制

されながらもあきらめずに追

いつき、延長戦で再びリード

されたものの終了間際にまた

追いつき、そして PK戦での

逆転勝利と、私たちに「最後

まであきらめない」ことの大

切さ、「努力は実を結ぶ」と

いうスポーツの素晴らしさを

改めて教えてくれました。今

後「大和撫子」には、「力強さ」

「忍耐」「あきらめない」など

のイメージが加わるのかもし

れません。

　平成 29年 (2017 年 ) 開催の

愛媛国体では、女子サッカー

の会場として愛南町が内定し

ています。これを契機に女子

サッカーの裾野がさらに広が

り、多くの未来の「なでしこ」

が愛南町に集い、高度な技術

と気力あふれるプレーを競う

素晴らしい大会になることを

期待します。

めざすは
パラリンピック!
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